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横須賀市



1. 水道台帳整備の経緯



１．水道台帳整備の経緯
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1979年
地形図作成
のための航
空測量

1980年
1/500水道
台帳作成

【紙】

1987年
水道台帳シ
ステム（第１
世代）テスト

プラント稼働

1989年
水道台帳シ
ステム本格稼

働

1993年
水道台帳シス
テム（第１世
代）のシステム
監査を実施

1993年
システムリプ
レイス開始

（第２世代）

水道台帳（紙） 水道台帳システム（第１世代）



１．水道台帳整備の経緯
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1993年
システムリプ
レイス開始

（第２世代）

1995年
システムリプ
レイス終了

（第２世代）

2004年
水道台帳シス
テムリプレイ
ス開始（第３

世代）

2004年
水道局と下水
道部が統合

2006年
閲覧課金シス

テム運用開始

2007年
水道台帳シス
テムリプレイ
ス完了（第３

世代）

水道台帳システム（第２世代） 水道台帳システム（第３世代）



2. 閲覧課金システ
ムでの公開



閲覧課金システムとは

公開内容 

• 水道台帳システムの一部として稼働

• 水道局時代から同様のシステムは稼働

• 「閲覧課金システム」として、2006年（平成18年）から、公開を開始

• 端末は全４台

• 公開情報は、配水管、給水管、家屋の布設位置や各種属性

• 閲覧は無料

• 図面は150円/枚で出力可能
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水道局時代の閲覧課金システム

２．閲覧課金システムでの公開



２．閲覧課金システムでの公開
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現在の閲覧課金システム



２．閲覧課金システムでの公開

配水管

1.管種

2.口径

3.布設年度

4.土被り

5.用途

6.ブロック番号（配水区域）
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家屋

1.住所

2.静水圧

3.ブロック番号（配水区域）

給水管

1.給水方法

2.分岐種類

3.１次側施工年月

4.１次側口径

5.１次側管種

6.ブロック番号（配水区域）

各種属性



２．閲覧課金システムでの公開
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3. WEB公開に向けての準備



WEB公開の要望

時期

• 2019年頃から（※）

要望理由

1. 閉庁時間間際の依頼増加

• 閉庁時間間際に見積りの依頼を受けることが、増加した

2. 生産性の向上

• 移動時間の低減等による、ステークホルダー（指定工事店や不動産業者等）の生産性向
上を進める必要に迫られるようになった

3. 非接触の推奨

• 新型コロナウィルス対策として（2020年から）、非接触対応を推奨されるようになった

※国内で新型コロナウィルスの感染者が最初に確認されたのは、 2020年1月15日

14



2020年度 • 近隣都市への視察

2021年度
• 問題点の洗い出しと対応策の協議
• 予算措置

2022年度
• 公開用サイトの初期構築
• データ変換作業
• 10月から公開開始

2023年度 • 年３回のデータ更新を実施
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スケジュール

３．WEB公開に向けての準備



３．WEB公開に向けての準備

近隣都市調査

• 本人確認を書類で実施した後に、パスワードを発行して閲覧開始

• 確認書類は３年間保管

• パスワードの発行まで約10日間
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近隣都市調査を受けて

• 当初は近隣都市と同レベルの公開を想定

• 金銭的コスト、時間的コスト、セキュリティのバランスを考慮して、公開方法を検
討



３．WEB公開に向けての準備

公開方式の決定事項

• 本人確認やパスワードの設定は行わない

• 閲覧課金システムと同様の公開情報とす
る（400㎜以上の配水管は非公開）

• 横須賀市で公開している地図情報の１コ
ンテンツとして公開

• 上水道と下水道を同時に公開

• データ更新頻度は、職員の使用している
水道台帳システムと同程度
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問題点

セキュリティ
• 水道施設等が公開されることによって、テロ等の標的になる
のでは？

個人情報
• 公開する給水管や家屋の情報が個人を特定する情報になる
のでは？
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３．WEB公開に向けての準備



セキュリティ

• 大部分の施設は、応急給水拠点等で公開している
• Google Map等WEB上の一般的な地図サービスで公開さ
れている

• 400㎜以上の配水管は、非表示とする

個人情報

以下の状況から総合的に判断した
• 給水管の情報（管種、口径、布設位置等）では個人（水道使用
者や所有者）を特定できない

• 給水管は個人の財産ではあるが、メータまでの維持管理は局
で行っている

• 当時の個人情報保護条例では、庁内公開（閲覧課金システム）
とWEB公開で区分けをしていない
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問題点への対応

３．WEB公開に向けての準備



4. 導入作業



導入スケジュール
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2022年5月

サンプルデータ出

力

2022年6月

テストサイト稼働

2022年8月

利用許諾ページ

調整

2022年9月

テストサイト完成

職員向け研修

2022年10月

WEB公開開始

４．導入作業



5. 公開開始
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５．公開開始
利用許諾
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５．公開開始
水道台帳
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５．公開開始
属性（配水管）
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５．公開開始

属性（給水管）

属性（家屋）
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５．公開開始
下水道台帳
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５．公開開始
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閲覧課金システム印刷枚数の推移
2022年10月からWEB公開開始



6. 今後
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６．今後

その１

必要とされる情報を適宜追加

その２

局職員だけでなくステークホルダー（指定工事店や不動産業
者等）の生産性向上を目指して、2025年度から給排水工事の
同時電子申請システムを運用予定
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横須賀水道イメージキャラクター アクアン


	スライド 1: 横須賀市上下水道局の取り組み紹介 水道台帳のWeb公開等について
	スライド 2: 水道台帳のWeb公開等について
	スライド 3: 横須賀市
	スライド 4: 水道台帳整備の経緯
	スライド 5: １．水道台帳整備の経緯
	スライド 6: １．水道台帳整備の経緯
	スライド 7: 閲覧課金システムでの公開
	スライド 8: 閲覧課金システムとは
	スライド 9: 水道局時代の閲覧課金システム
	スライド 10: ２．閲覧課金システムでの公開
	スライド 11: ２．閲覧課金システムでの公開
	スライド 12: ２．閲覧課金システムでの公開
	スライド 13: Web公開に向けての準備
	スライド 14: WEB公開の要望
	スライド 15: スケジュール
	スライド 16: ３．WEB公開に向けての準備
	スライド 17: ３．WEB公開に向けての準備
	スライド 18: 問題点
	スライド 19: 問題点への対応
	スライド 20: 導入作業
	スライド 21: 導入スケジュール
	スライド 22: 公開開始
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28: ５．公開開始
	スライド 29: 今後
	スライド 30
	スライド 31

